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あけましておめでとうござ
います。本年もよろしくお願
い申し上げます。

昨年の7月に会長職を拝命
し、半年余りが経ちました。
昨年は、会員の皆様方にさま
ざまなご協力を賜り無事に会
務を遂行することができまし

た。心より感謝申し上げます。
さて、昨年TKC全国会では、坂本孝司第7代会長

が就任されました。坂本会長は、会員事務所が中小
企業の存続発展に寄与できるように、事務所総合力
を発揮できる体制にある事務所もその途上にある事
務所も、それぞれの能力を生かせるように光を当て
ていく方針を表明されました。
「会計」を活用して、関与先である中小企業が金融

機関との信頼関係を構築できるように、TKC会員事
務所と金融機関が連携していくことが求められるこ
とを提唱されています。その強力なビジネスモデル
が、「TKCモニタリング情報サービス」です。

中小企業金融の健全化というミッションが、中小
企業をクライアントとする我々職業会計人および会
計事務所に与えられています。新しいことをやるの
ではなくて、今までやってきている業務を変化させ
たり組み合わせたりして知恵を絞ることが必要だと
いうことです。

中小企業金融のポイントは、3つあります。一つ
目は融資、二つ目は決算書の信頼性、三つ目は経営
改善です。一番重要なことは、借り手となる中小企
業と貸し手である金融機関との間にある「情報の非
対称性」つまり両者の間の情報量の格差を緩和する
こと（シグナリング ）です。

この格差を緩和し解消していくための施策が、
TKC全国会創設50周年に向けての8年間（2014年〜
2021年）ロードマップの3つのステージのうちの第2
ステージ（2017年〜2018年）の運動方針です。
重点運動1：3大テーマに取り組み社会的な役割を全

うしよう！
　 1. 「中小企業会計要領」の普及・啓発
　 2. 「書面添付」の推進
　 3. 「自計化」の推進

重点運動2：事務所総合力を発揮し、高付加価値体
制を構築しよう！

関与先企業に対して、地域金融機関と連携して
「TKCモニタリング情報サービス」、「早期経営改善
計画」等を積極的に展開する。

これらの運動方針を純粋に履行していくことに
よって、「情報の非対称性」を緩和し解消していくこ
とになります。

また、「TKCモニタリング情報サービス」はシグ
ナリングを活用したシステムであり、この情報は、
職業会計人が専門分野（税務・会計・保証・経営助言）
の具体的実践を示したものです。

会員および会員事務所職員の皆様におかれまして
は、「TKCモニタリング情報サービス」を実践して、
関与先企業と金融機関の信頼関係の構築に寄与して
いただきたいと思います。

TKC東京都心会（TKC西東京山梨会と共同）では、
管轄内に本店を置く西武信用金庫と連携し、TKC会
計システムによって作成された信頼性の高い決算書
類を提出している該当企業には、理事長名で「表敬状」
を発行できる仕組みを構築しました。さらに、信頼
性の高い決算書を提出できる事務所は、当該企業の
融資案件（条件面等）の相談に直接関与できる体制
も整えました。

会員・職員の皆さんにおかれましては、支部例会、
研修会等に積極的に参加し、目標を一つずつ達成し
ていただきたいと考えております。そして、これら
のツールをフル活用して信頼性の高い業務品質で関
与先を支援していただきたいと思います。

2月2日（金）には、新春特別セミナー（賀詞交歓会）
を開催し、「2018年政策発表」をさせていただきます。
万障お繰り合わせのうえご参加くださいますようご
案内申し上げます。

本年の皆様方のご健勝とご活躍をお祈り申し上げ
ます。

平成30年年頭にあたって

巻頭言 TKC 東京都心会会長　大石　尚彦



FOURNINE NO.206  32  FOURNINE NO.206

新年の挨拶 副会長

副会長
濱路　義朗

新年あけましておめでとう
ございます。

TKC東京都心会会員の皆
様におかれましては、晴れや
かな初春をお迎えになり、心
よりお慶び申し上げます。

昨年より、大石尚彦会長のもと東京都心会副会長
を拝命し、システム委員会、研修所、巡回監査・事
務所経営委員会、中小企業支援委員会を担当するこ
ととなりました。

また、TKC全国会理事という役目も併せて拝命し、
前任の研修所長という所掌だけでも、責任重大と感
じていただけに、会長を直接サポートする役職に、
浅学非才な私としては、汗顔の至りで、只々身の引
き締まる思いです。

システム委員会以外は多少なじみのある所掌では
ありますが、全国会からの数値目標（自計化FX推進、
生涯研修54時間、巡回監査率の向上、TKCモニタリ
ング情報サービス推進、早期経営改善計画）の達成
や研修企画・会員への周知などしなければならない

課題は多数あり、各委員長の苦労を思うと、具体的
なお手伝いのみならず、委員会・（正副）会長・理事
会・各支部（長）との連携を図っていくことも重要
な役目ではないかと考えております。

今年の干支は戌ということで、「見兎呼犬（兎を見
て犬を呼ぶ）」の格言のように、どんなことでも遅き
に失することは無く、思い立ったら失敗を恐れず、
前向きに行動していきたいと存じます。

行動にあたっては、「不逃今日（明日から頑張るん
じゃない。今から頑張るんだ！今この瞬間を頑張っ
た者にだけ、明日が来るんだ。今日を逃げるな！）」

（福本伸行著『賭博破壊録カイジ』より）をモットー
に実践してまいります。

まだまだ、副会長としては力不足で心もとないと
思われるでしょうが、大石東京都心会の裏方として
皆様のお力添えでご指導ご鞭撻をいただければと存
じます。

最後に、会員の皆様方がご健勝であり、ますます
発展し、中小企業の存続発展に寄与されますことを
祈念申し上げます。

本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

副会長
齋藤　潤

新年明けましておめでとう
ございます。

昨年7月に副会長職を拝命
し、はや半年が過ぎました。

大石尚彦会長のもと、毎月
開催される正副会長会で各施

策を検討し、各委員会、各支部の活動状況を確認し、
2 ヶ月に1回の理事会で理事の皆さんと活動方針と活
動計画を確認しながら、会務を執行しております。

なかでも、総務委員会（経理部会、広報部会、厚
生部会）、企業防衛制度推進委員会、リスクマネジメ
ント制度推進委員会、資産活用委員会を担当してお
ります。

各委員会ともに、会の事業目的に沿ったそれぞれ
のテーマを持って、活動を展開しているところであ
ります。

会長方針のもと、TKC全国会の重点活動テーマに
軸足を置き、できるところから実践していくという

ことが大切であると考えております。巡回監査の徹
底、FX2による自計化推進、書面添付の実践、中小
会計要領の実践、TKCモニタリング情報サービスの
促進、早期経営改善計画の実践をひとつひとつクリ
アしていただきたいと考えております。理事も率先
垂範で取り組んでまいる所存です。

今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
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副会長・新宿支部支部長
梅本　昇

東京都心会のみなさま、新
年あけましておめでとうござ
います！

昨年中は会務に多大なご協
力を賜りまして、誠にありが
とうございました。この場を

お借りして深く感謝を申し上げます。
私が新宿支部長の席をお預かりしてから早6年目

に突入しました。毎回の例会・懇親会・支部旅行の
車中酒盛り（汗）などなど新宿支部の会員や提携企業
の皆様と楽しい時間を共に過ごすことができて本当
に幸せでした。これもひとえにダメダメ支部長を皆
さんが支えてくれたおかげであり、特に副支部長た
ちが一生懸命支部運営に尽力してくれた賜物である
と思います。いつもいつも感謝感謝です。

新宿支部会員は【大いに遊び、大いに仕事をする】
というスタイルを貫いています。宴会の席ではお互
い肩を抱き合い心底皆で楽しみ、TKC活動では常に
東京都心会を牽引する立場にあるといっても過言で
はないと思います。モニタリング、書面添付、巡回

監査率に自計化推進、企業防衛、どれをとっても他
支部を圧倒しています。しかし王者新宿にも1つだ
け勝てないものがあります。それは【支部例会の会
員参加率】です。全国会の目標は50％超の参加率、
すなわち会員の半数以上が例会に参加することが目
標となっているわけです。四谷支部は見事にそのハー
ドルをクリアしました。天下の新宿支部がこのままで
は終わるはずもありません。まずは今月の新年会で
40％超え、そして8月の支部総会で50％超の達成を
目指してまいります。新宿支部会員の皆様、新宿支
部をさらに活性化していくため会合へのご参加ご協
力をぜひお願いいたします。そして大石尚彦会長新
体制のもと、何か1つでも全国会で1位を獲得して東
京都心会ここにあり！を坂本孝司TKC全国会会長に
披露いたしましょう。そのために私は最後まで全身
全霊で頑張りぬく所存です。

さらに将来の新宿をリードしてくれる若手会員を
一人でも多く育てていくこと、宴会の席で誰もケガ
することなく笑顔で参加できるアットホームな支部
を作っていくことに今年は力を注ぎたいと思います。

新宿支部のみなさま、引き続きご協力のほどよろ
しくお願い申し上げます。

副会長・四谷支部支部長
田中　順子

皆さま新年あけましておめ
でとうございます。

いつも東京都心会の会務・
運営そして支部活動にご協力
をいただきまして誠にありが
とうございます。

去年の四谷支部は本当に盛り上がった1年でした。
執行部を始めとする会員が一丸となって支部をまと
めてくださったお陰で、8月の総会では悲願の会員出
席率54％を達成しました。中には久しぶりの会員に
もお越しいただき、四谷支部の活性化を感じていた
だきました。また秋期大学のレセプションでは東京
都心会において初の会員出席率50％超達成の表彰を
していただき、TKC全国会の坂本孝司会長、TKC
東京都心会の大石尚彦会長と共に執行部一同で写真
撮影、さらには支部対抗の出し物で優勝までいただ
き四谷支部の盛り上がりを象徴する1年となりまし
た。そして12月に行われた望年会で総勢60名もの方々
と共に豪華なフレンチを堪能し、皆さまにも大変喜
んでいただけたと思います。私にとって忘れられな

い感動の締めくくりとなりました。
今年は「戌年」、去年の「酉年」は商売繁盛や「取

り」→「採り」と収穫という意味のある1年でしたが、
「戌年」は収穫後の1年となり「守りの年」といわれ
ています。アフターフォロー、リスクヘッジをする
ことで既存の関与先を守り、それが信頼と商売へと
繋がっていく1年ということになります。

会計の自動化が進み、便利になればなるほど顧問
料を値下げしなければ関与先離れが進んでいます。
もともとは知識と手間を売る仕事ですが、税法もイ
ンターネットの普及で関与先自らが知識を仕入れる
ことができ、税理士の知識にだんだん近づいてきて
いる中、税理士業界に危機感を感じている税理士も
多いと思います。この状況で何をすべきか、どんな
付加価値が大事かを考える時代がやってきています。
関与先に「ありがとう」と言っていただける仕事を
提供していくことがますます必要になってきます。

2018年は支部会員に「早期経営改善計画・TKCモ
ニタリング情報サービス」をできることから始めて
いただき、支部の底力を見ていただく1年としてま
いります。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

新年の挨拶 支部長
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新年の挨拶 支部長

副会長・渋谷目黒支部支部長
森脇　仁子

新年あけましておめでと
うございます。

旧年中は、渋谷目黒支部
の活動にご協力いただきあ
りがとうございました。支

部長に就任してはや3年目になりますが、6名の
副支部長をはじめとする皆様に支えられ、支部活
動を行うことができました。今年は、121人とい
う大所帯の支部会員の皆様に、一人でも多くの
方に支部例会などの支部行事にご参加いただき、
TKC東京都心会大石尚彦会長のメッセージをは
じめ、重点課題や活動状況等をお伝えしていきま
す。そして東京都心会一丸となって関与先の永続
的発展のために活動していくことができる環境を
整えていこうと、心新たにしております。

我々と、我々の関与先を取り巻く経済環境は、
年々変化のスピードを上げています。

FinTechという言葉が出てきたと思ったら、
ビットコインなどの仮想通貨があっという間に登
場してきました。会計や税務の世界も、I Tどこ
ろかA Iの進化により自動化が進んでいます。レ
ジを打てば自動的に仕訳が計上され、領収書をス
マホで写せば自動的に仕訳が計上できる時代で
す。その中で我々に求められているのは「正確
な会計帳簿」を基軸として①税務、②会計、③保
証、④経営助言の「四つの分野の専門家」という
社会的な役割を発揮すべきだということです。租
税正義の実現、中小会計要領の大合唱、書面添付、
そして早期経営改善計画策定支援事業を中心とし
て、我々がこの役割を発揮できれば、I TやA I
に負けるどころか、逆に使いこなしていける時代
であります。これらの活動を支部の皆様にお伝え
し、大石尚彦会長をお支えして東京都心会を盛り
上げてまいりますので、今年も皆様のご指導をよ
ろしくお願い申し上げます。

中野杉並世田谷支部支部長
加藤　博資

あけましておめでとうご
ざいます。

中野杉並世田谷支部とし
て、今年度、「事業承継」を
テーマに支部例会を企画・

運営しております。
　TKC全国会の重点運動2にも

「事務所総合力を発揮して、高付加価値体制を構
築しよう！
関与先企業等に、提携金融機関と連携して
◆TKCモニタリング情報サービス
◆経営改善支援（早期経営改善計画策定支援）
◆創業、事業承継、海外展開支援等を
積極的に展開する」
　支部例会では、これらをテーマにした研修会を
企画したいと考えています。

11月に「親族外事業承継」については、㈱TBC
の渡部潔氏をお招きし、中小企業の事業承継の実
態、税理士事務所が取り組むべき課題等を解説し
ていただきました。

12月に「種類株式」について、司法書士の宮本
敏行先生をお招きし、会社法で規定している「種
類株式」について、実務上どのように活用されて
いるか等を解説していただきました。

今後のテーマについては、民事信託、企業防衛
（事業承継・相続対策）、日本政策金融公庫等の制
度融資、成年後見制度といった事業承継に関する
事案を法律面・金融面・経営面から取り上げてい
こうと考えています。

開催日時を事前に発表しておりますので、ぜひ、
支部例会にご参加いただきますようご案内申し上
げます。
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システム委員会委員長
森木　隆裕

新年、明けましておめでと
うございます。

金融機関向けFinTechサー
ビスである「TKCモニタリン
グ情報サービス」、関与先企業
向けFinTechサービスである

「銀行信販データ受信機能」および証憑のスキャナ保
存を行う「TKC証憑ストレージサービス」。この3つ
のサービスが代表するように、現在TKCのシステム
はITを使い、さまざまな新しい展開を見せています。

地域会におけるシステム委員会の役割は、TKCシ
ステムの開発思想を正しく理解し、TKC会員に正し
く伝達することをもって、TKCシステムの普及にあ
たることだと思っています。

しかし現状では、上記のような激しい変化の中、
私自身が東京都心会のTKC会員の皆様に、TKCシス
テムについて十分説明しきれていないもどかしさを
感じております。それが、昨年の私の反省です（シ
ステム委員長を拝命してから、ずっと反省している

のかもしれません…）。
今年は、東京都心会のシステム委員の力をお借り

し、一歩でも、二歩でも、TKCシステムの開発思想
を正しく皆様にお伝えし、システムの普及に当たっ
ていきたいと思います。具体的には、各委員会の開
催する研修等で、システムが関係する部分に関して
システム委員が説明し、他の委員会と連携を取りな
がらシステムの普及に係わっていきたいと思ってお
ります。また、TKCシステムのシステムロジックに
関しては、ヘルプデスクなどに質問できるのですが、
TKCシステムの使い回し、活用の仕方については、
質問したいことがあってもなかなか質問する場所も、
機会も少ないのではないか、と思っております。こ
の点に関しては、TKC首都圏西サービスセンターと
連携を取らせていただき、TKC会員を支援する仕組
みを作れないか、今年は考えていきたいと思ってお
ります。

今年もよろしくお願いいたします。

総務委員会委員長
太田　勝久

ITやAIなどの進展に関す
る記事は、毎日途切れること
なく目に入ってくる一方で、
昨年は日本のサービス産業や
企業の事務部門における生産
性の低さも課題としてよく取

り上げられるようになってきました。
『TKC会計人の行動基準書』には「TKCシステム

の徹底活用により中小企業の存続、発展を支援しな
ければならない」とあり、会員はTKCシステムを中
心とした最新技術への積極的対応に努めなければな
らないとされています。そして、すでに自計化シス
テムの「銀行信販データ受信機能」や「TKCモニタ
リング情報サービス」をはじめ、さまざまな合理化
のためのシステムの開発がなされ、会員にとっては
その徹底活用が顧問先の存続、発展に資する環境に
なってきています。

今後も法令の改正や市場の変化に対応し、外部の
新たな利用価値のあるハードウェアやソフトウェア
との連携などの取り組みをも含めたTKCシステムの

さらなる進化をTKCが推進し続けることを期待しつ
つ、『TKC会計人の行動基準書』にある「TKCシ
ステムの徹底活用」を全会員が行っていくことを願っ
ております。

東京都心会の会報誌「FOURNINE」につきまして
は、山浦佑太広報部会長の下で、昨年も誌面を充実
させ前回号においては会員以外にも約60団体、約290
部を配布し購読いただき好評を得ております。本年
も次のようなサイクルで発行することを計画してお
り、TKCブランドのイメージアップのために役立て
れば何よりであると考えております。
・1月新春号：役員新年抱負他
・3月早春号：政策発表、賀詞交歓会、税務署との意

見交換会他
・7月夏号：生涯研修開講式他
・11月秋号：秋期大学他

本年も引き続きご愛読よろしくお願い申し上げま
す。

新年の挨拶 委員長
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企業防衛制度推進委員会委員長
尾藤　清隆

明けましておめでとうござ
います。

昨年度は、TKC東京都心会	
企業防衛制度推進委員会にとっ
て歴史的な1年となりました！

まずは、上期及び下期にお
いて圧倒的強さをもって、実働率表彰部門において、
連続全国1位を守り抜きました。おかげさまで、実働
率表彰全国1位を24回連続で飾ることができました。

また、下期の保険指導強化期間においては、東京
都心会のミッションでもあり合言葉にもなっている

「トリプル1位」を見事達成いたしました。
新規加入関与先部門は、強化期間終了まで10日を

切った段階では全国4位でしたが、残り10日間で怒
涛の追い上げによって1位を獲得いたしました。新
契約部門は、2位に大差をつけての1位となりました。

昨年下期保険指導強化期間を振り返って、あらた
めて、東京都心会会員の保険指導の熱意や心のつな
がりを実感いたしました。本当にご協力ありがとう

ございました。
企業防衛制度推進委員会は、本年3月をもって年

度の締め切りとなります。昨年下期強化期間の勢い
をもって、新規加入関与先部門及び新契約部門も年
間1位を狙ってまいります。私たちにとってこれか
ら超繁忙期になりますが、標準業務である保険指導
も引き続きお願いいたします。

昨年はエリア制による実働率表彰施策を企画し、
各エリアのリーダーには、本当にご尽力いただきま
した。

また、支部推進委員長には各支部長と連携いただ
き、各支部での推進を強力にバックアップいただき
ました。

本年も企業防衛戦略メンバーが一枚岩となって、
企業防衛推進活動を盛り上げてまいりたいと思います。

昨年度同様、今年も「トリプル1位」そして「KBD
利用率1位」を目指して頑張ってまいります！！

企業防衛制度推進委員会が東京都心会のブランド
になれるように、本年もご指導ご協力をいただきま
すようお願い申し上げます。

TKC東京都心研修所所長
村田　顕吉朗

謹んで新年のお慶び申し上
げます。本年もどうぞよろし
くお願い申し上げます。

研修所では引き続き「生涯
研修54時間受講の達成」「巡回
監査士、巡回監査士補試験の

合格」を通じて事務所の自計化・月次巡回監査体制
の確立と職員のスキルアップのご支援をしたいと考
えております。

私たち職業会計人にとっての仕入れは研修による
知識の習得ですが、その研修を受けている目安とな
るのが「生涯研修54時間受講」です。研修が多く把握
できないという声を受け、昨年より毎月「研修開催
日程」のご案内をお送りしています。翌月の研修開
催状況が一目で分かり、そのまま「案内文依頼」「研
修参加申し込み」ができるようになっています。また、
ProFITのオンデマンド研修ではシステム、税法、巡
回監査等たくさんの研修を配信しています。オンデマ
ンド研修は時間を選ばず、細切れに受講することも
できます。個々人で見るだけでなく、事務所全体の

研修で上映するなど、ご活用いただければ幸いです。
巡回監査士試験制度は、税法や巡回監査の基礎を

学ぶ「巡回監査士補（試験）」と、より高度な税法知
識を身につけ事務所の幹部職員を目指す「巡回監査
士（試験）」があります。毎年6月頃から各税法講座
が始まり、11月初旬に試験が全国一斉に行われます。
東京都心会では、税法講座を大原学園の講師陣に依
頼しており、プロによるツボを押さえた授業はとて
も分かりやすいと大好評です。まずはぜひ税法講座
を受講してください。そして講座の受講後は、効果
測定の場として試験に挑戦しましょう！知識はイン
プットするだけでなく、さまざまな形でアウトプッ
トをすることで定着します。試験勉強と受験を通じ
て理解を深め、使える知識として身につけてくださ
い。合格者は税理士新聞への掲載や表彰があるだけ
でなく、今後は研修会なども開催予定です。

社会と関与先企業に貢献するため、TKCの研修と
巡回監査士補（試験）を存分にご活用いただきますよ
うご案内申し上げます。

今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

新年の挨拶 委員長
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リスクマネジメント制度推進委員会委員長

増山　充
新年、明けましておめでと

うございます。平成30年の新
春を迎えるにあたり、年頭の
ご挨拶を申し上げます。

近年、企業を取り巻くリス
クは多様化・複雑化しており、企業が存続・発展して
いくためには、各種リスクへの適切な対応が不可欠
となっております。平成23年3月11日の東日本大震
災以降、各種リスクへの対応について関心度が増し
ている中、ここ数年の間に、自然災害はますます頻
発し、これにともない、さまざまな損害に対する高
額賠償事例も多く発生しております。

われわれTKC会計人は、昭和38年9月9日の飯塚毅
会計事務所における業務命令文書を発端として、50
年以上にわたり、関与先のトータルリスク管理指導
を行ってきました。今後も飯塚毅全国会初代会長の
想いを引き継ぎ、関与先中小企業の完全防衛に当た

らなければなりません。リスクマネジメント制度推
進委員会では、平成26年7月より、実際に関与先のリ
スクマネジメント指導を行う手法を学んでいただく
機会として「リスクアセスメントレボート作成研修」
を開催しております。また、いま一度、損保登録事務
所としてリスクマネジメント指導に当たる意義を確
認いただくべく、「損保指導スタート研修会」を開催し
ていく予定です。当該研修等の受講を機に、東京都
心会全会員が実際に関与先に対してリスクマネジメン
ト指導を実践し、関与先の完全防衛に向けて邁進さ
れることを切に願っております。

最後に、当委員会では、TKC会員事務所用「情報
漏えい保険」の募集を開始しております。TKC会員
専用の団体契約のため低廉な掛金で充実した補償を
確保できます。皆様の事務所に資料を送付しており
ますのでリスク対応策にぜひご加入を検討ください。
この1年がさらなる飛躍の年になりますよう心から
お祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

巡回監査・事務所経営委員会委員長
小林　章一

新年あけましておめでとう
ございます。

私の好きな株式相場の格言
に、「辰巳天井、午しり下がり、
未辛抱、申酉騒ぐ、戌は笑い、
亥固まる、子は繁栄、丑つま

ずき、寅千里を走り、卯は跳ねる」というのがあり
ます。昨年の平成29年酉年は、トランプ米国大統領
が就任し、北朝鮮の大陸間弾道ミサイル発射や横綱
の暴力問題などで、やはり騒いでいた年でしたが、
悲願の稀勢の里の初優勝と横綱昇進は、日本中が久
しぶりに大相撲で沸き返ったうれしい年でもありま
した。戌年の今年平成30年は、冒頭の格言の通り「笑
い」の年にできたらと思います。

皆様よくご存じの通り、TKC東京都心会の翌月巡
回監査率は、ここ数年連続して全国最下位付近が定
位置となってしまっています。また、TKCモニタリ
ング情報サービスは、実践事務所数と実践企業数の
いずれも低迷が続いており、このままだとこちらも

全国最下位付近が定位置になってしまうかもしれな
い状況です。昨年11月に行われたTKC全国会巡回監
査・事務所経営委員会の席では、翌月巡回監査率の
ワースト順の席に座らされ、悪い方の代表としてコ
メントをさせられるはめとなり、その場は仕方なく
笑いを取ることに懸命になったのですが、次の全国
委員会ではその笑いではなく、良い方の代表として
笑顔で楽しくコメントする席に座りたいと思います。
TKC東京都心会では、昨年11月から「TKCモニタ
リング情報サービスのスタートアップキャンペーン」
や「支部巡回監査率移動平均アップキャンペーン」
を実施しておりますが、全国の他の地域会でも、今
までとは明らかに違う意気込みで、翌月巡回監査率
の向上とTKCモニタリング情報サービスの利用促進
活動を行っているようですので、甘くはありません。
まずは当年度のTKCモニタリング情報サービスの目
標数をクリアするとともに、翌月巡回監率を全支部
で5％以上改善していただけることを第一目標にし
たいと思います。皆様、引き続きご指導とご協力を
賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

新年の挨拶 委員長
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書面添付推進委員会委員長
重田　正人

東京都心会の皆様、新年あ
けましておめでとうございま
す。当委員会は委員会名その
ままに、会員事務所への書面
添付実践の推進とご支援を目
的に活動をしております。全

国での書面添付の実践割合は年々増加してはいるも
のの、最新の発表では、法人税は8.8％、所得税では
1.3％とまだまだ非常に低い実践割合にとどまってお
ります。しかし、毎年秋口の国税局長への表敬訪問
を皮切りに実施しているエリア内の全税務署との意
見交換会では、税務署幹部の方々から、我々税理士
に対し「書面添付実践を非常に期待している」とい
う言葉を非常に多くいただきます。限られた数の税
務署職員で効率的な調査を行うために、税理士の手
の行き届いている企業は税理士に任せ、手の行き届
いていない企業を集中的に調査することで、適正申
告企業を増やしていきたいとのスタンスがより一層
鮮明になってきた証しであると思われます。また、
金融機関も書面添付実践企業に対する、低利融資商

品や融資実行期間短縮等さまざまなインセンティブ
を設けてきております。これらは、書面添付制度に
対し社会が非常に評価を高めているためだと思いま
す。月次巡回監査体制が整っていれば、書面添付実
践にあたり関与先企業に新たな負担が生じることは
無いと思います。また税理士の責任が重いとのお話
をお聞きすることがありますが、実践してもしなく
ても税理士としての責任からは逃れることはできず、
逆に書面添付の実践により意見聴取の権利を得るこ
とができます。違いは虚偽記載の条文だけです。こ
のように書面添付実践は関与先企業にとっても会計
事務所にとってもメリットがたくさんあります。多
くの会員の皆様は関与先の永続的発展を喜びと考え
ているのではないでしょうか。ぜひとも関与先企業
のために、書面添付実践による関与先の永続的発展
をご支援していただきたいと思います。我々書面添
付推進委員会は、会員事務所の書面添付実践を全力
でご支援させていただきます。本年もよろしくお願
い申し上げます。

ニューメンバーズ・サービス委員会委員長
鳥山　昌秀

新年、明けましておめでと
うございます。

旧年中は、「TKC会員1万
事務所超体制構築並びに会員
事務所の税理士数1.5万人」の
目標達成への取り組みに対し、

多大なるご理解とご協力を賜りまして、誠にありが
とうございました。

この会員増強活動は、我々職業会計人を取り巻く
社会的環境の激変に対応するため、また職業会計人
の職域防衛と運命打開に向けて、職業法規の改正や
中小企業政策への積極的な提言を行うため、そして、
TKC全国会が果たすべき役割である「2021年に向け
ての政策課題」を実効性のあるものにしていくため
に必要であるとともに、東京都心会の活性化にも直
接影響いたします。

本年も会員導入特別委員会との連携を保ちながら、
会員増強活動に積極的に取り組んでまいりますので、
引き続き目標達成に向け、ご協力の程どうぞよろし
くお願い申し上げます。

また、旧年中の会員増強が進む中、当委員会では
ニューメンバーズ会員へのフォローについても喫緊
の課題であると認識し、フォロー活動の充実に向け
て検討を重ねてまいりました。本年はその成果を活
かすべく、ニューメンバーズ会員への支援体制の強
化及び支部、地域会活動への誘導に関しても積極的
に活動してまいりたいと考えております。具体的には、

「ニューメンバーズフォローセミナー」と「NM会員支
援訪問」を中心に、それぞれの内容の見直し、他委
員会との合同企画の充実、支部、地域会活動参画へ
の啓蒙など、ニューメンバーズ会員の一日も早いレ
ベルアップと支部、地域会活動の活性化の一助とな
るよう活動をしてまいります。

関係委員会との連携をさらに強化し会員増強活動
を推進すること、そしてフォロー活動をより充実し
たものとすることが、東京都心会ひいてはTKC全国
会が社会的影響力を持つこととなるため、「1万事務
所超体制」の早期構築に向け、委員会メンバーが一
丸となって邁進していきたいと考えておりますので、
さらなるご指導ご鞭撻の程、どうぞよろしくお願い
申し上げます。

新年の挨拶 委員長
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中小企業支援委員会委員長
鈴木　信二

明けましておめでとうござ
います。本年もよろしくお願
いいたします。

中小企業支援委員会は、
TKC運動の外部への発信の
役割を担っています。さまざ

まな取り組みを行っておりますが、本年も引き続き
目指すべき大きな目標は、早期経営改善計画策定支
援事業に取り組む会員事務所の拡大と実践件数の増
加並びにTKC経営支援セミナー、会計啓発・普及セ
ミナーの開催事務所の拡大の2つです。

早期経営改善計画策定支援事業は、金融支援が不
要である関与先とともに、ほとんどすべての関与先
が対象となる認定支援機関の新たな事業です。TKC
会員事務所が経営支援能力をつけ、AI・ICTの技
術進化に負けない体力をつけていただきたいとの想
いから、事業開始より取り組みを始めております。
今年も引き続き、実践のための研修やノウハウの共
有などを行ってまいります。事務所の付加価値増大
のため、実践する会員事務所及び職員を増やしてい

きたいと考えております。
TKC経営支援セミナーは、会員事務所の情報発信

力の強化のため、会計啓発・普及セミナーは、中小
機構とコラボしたセミナーで、中小会計要領のポイ
ントとその活用方法を関与先や金融機関に伝えるた
めに昨年10月から当年2月の間に行います。さらに
本年10月からも全国一斉の事務所セミナーの開催を
企画しております。

中小企業庁では、我が国において中小企業の事業
承継がスムーズに行われておらず、このままでは中
小企業が持つ技能や技術等の稼ぐ力が損なわれてし
まうという懸念から、今後5年程度を事業承継支援
の集中実施期間とし、支援体制、支援施策を抜本的
に強化することを発表しました。会計事務所が中心
となり、関与先の事業承継が進展することが社会か
ら期待されています。

当委員会においても、今後、事業承継支援のため
の研修やセミナー開催のためのコンテンツを作成し
て行く予定です。

早めの情報発信が大切です。本年10月以降の事務
所セミナーの開催を決断し、各事務所の本年のイベ
ントに加えていただきますようご案内申し上げます。

共済制度等推進委員会委員長
種生　丈士

新年あけましておめでとう
ございます！年頭にあたり、
会員の皆様に謹んでご挨拶と、
共済活動への日頃のご理解・
ご推進に対する御礼を申し上
げます。

当委員会では、TKC全国会創設50周年に向けた昨
年からの第2ステージを、平成31年から始まる第3ス
テージに向け全会員が三共済制度に取り組む体制の
整備を行う2年間と位置付け活動を行ってまいりま
した。大きく分けて2つある活動は、参加会員数の
拡大と支部活動の強化を主眼としております。

1つ目の活動は、中小事業者の経営者の高齢化とい
う時代背景の中で、国の施策である小規模企業共済
制度の推進に重点を置いた普及・推進活動です。具
体的には、毎月の情報提供や推進ツールの提供、キャ
ンペーン及び三共済クラウドのレベルアップの周知
と利用促進等になります。

2つ目は、金融機関、商工会議所等他の委託団体

の推進活動が活発になる中、三共済制度の関与先へ
の情報提供の必要性と三共済制度の役割を十分に理
解していただく啓蒙活動です。具体的には、研修（ラ
ンチ研修、KFS実践講座）等になります。

2つの活動は、徐々にではありますが、数字という
成果となって表れてきているように感じております。

なお、1つ目の活動にあります推進ツールと三共
済クラウドは、その充実とレベルアップに目覚まし
いものがございます。ぜひともご活用ください。

本年も皆様への普及・推進活動と啓蒙活動を、引
き続き委員会メンバー一丸となって精一杯行う所存
でおります。三共済制度の提案が、会員皆様の事務
所の標準業務として定着することを目標として努力
してまいります。皆様には変わらぬご理解とさらな
るご推進活動をお願いいたします。

また、当委員会は創設から4年目の若い委員会です
ので、今後の委員会発展のためにも、皆様から忌憚
のないご意見ご要望をお聞かせ頂けますと幸いです。

最後に、本年が皆様にとって笑顔の絶えない良き
1年となりますようお祈り申し上げます。

新年の挨拶 委員長
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資産活用委員会委員長
小林　憲史

明けましておめでとうござ
います。

昨年7月より、資産活用委
員長を拝命した小林憲史です。
中野杉並世田谷支部に所属し
ています。

前任の笹本秀文委員長は、委員会創設時から委員
長をされ、資産活用委員会を立派な委員会に育てて
いただきました。私もこの流れを止めることなく、
さらに発展させていきたいと考えております。

資産活用委員会は、積水部会、大和部会の二つの
部会があり、関与先の資産防衛を目的として活動を
行っております。

ところで平成27年の相続税改正により資産防衛の
ニーズが高まっているのは周知の事実ですが、実際
に日々実感しています。しかも東京都心会のエリア
地域はこの改正が直撃した地域であります。

また都市農地の2022年問題、企業の後継者不足に
よる廃業等による不動産の組み換え活用など、税理
士が取り組むべきニーズは多岐にわたり、しかもい

ずれも単純ではない問題点を秘めています。
会員の皆さんも、関与先の資産防衛案件について、

その問題点と解決策に頭を悩ます時が多々あると思
います。

そのような時にこそ、資産活用委員会に連絡いた
だき（委員でも提携企業の担当者でもかまいません）、
情報提供していただければ、その解決ができるよう
サポートいたします。

お気軽にご連絡ください。
当委員会は、今年は以下の点に重きを置き活動し

ていきたいと思っています。
①協定会員数を増やす
②会員に資産税関係を中心とした、有意義な研修を

提供する
③資産防衛に関する、有用な情報を会員に提供する
④資産活用委員会の認知度を上げる
⑤会員からの情報提供を増やす

石川博行大和部会長、藤本昌久積水部会長、各委
員、提携企業である大和ハウス工業（株）、積水ハウス

（株）、の担当社員の皆さんとともに頑張っていきた
いと思っております。

どうぞ今年もよろしくお願い申し上げます。

TKC東京都心政経研究会幹事長
緒方　隆幸

TKC東京都心政経研究会幹
事長を拝命して4年半が経ちま
した。政治とは無縁な私でし
たが、さまざまな局面で皆様
のご指導をいただき大変お世
話になりました。

TKC東京都心政経研究会の2017年は
・	 1月24日に東京税理士政治連盟とTKC東京5会政経

研究会との初の懇談会が開催され、活発な意見交
換が行われました。

・	国政選挙以外は携わらない政経研が、7月の東京都
議選挙では、特例的に2名の候補者を応援し、お二
人とも当選されました。

・	10月には第48回衆議院議員選挙が施行され、TKC
全国政経研究会が推薦した候補者数140人のうち
131人が当選し、当選率93.6％という結果でした。

	 TKC東京都心政経研究会としては、海江田万里氏
（東京都第1区：立憲民主党）、石原伸晃氏（東京都
第8区：自由民主党）を推薦し、お二人とも当選さ

れました。
・	10月27日にTKC東京5会政経研究会連絡協議会を

石和温泉において、東京都心政経研究会を幹事地
域会として開催しました。

2018年は事業承継税制が改正され、後継者不足等
による事業承継問題が大きく取りあげられる年にな
ると思われます。

政経研としては「税法・会計において帳簿の遡及
的な訂正・加除履歴の保存、適時に正確な記帳要件
を課すこと」をはじめ、中小会計要領・書面添付の
普及推進や中小企業の存続発展に寄与するための法
環境整備に取り組んでまいります。

「TKC会計人は、自由社会の存亡が、職業会計人の
存亡と直結しており、より公正な職業法規の改訂実
現と、より綿密な租税正義の実現のための各種税法
等の改正実現が、国会に依存している現実を直視し、
清潔・公正・有能な国会議員との強力な連携関係を
構築し、その当選に絶対の責任を負う会計人集団で
ある」（TKC会計人の基本理念17より）

新年の挨拶 委員長
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新年の挨拶 委員長

FX2推進特別委員会委員長
山岸　崇裕

新年あけましておめでとう	
ございます。昨年はFX2推進
特別委員会に多大なるご協力
を賜り厚く御礼申し上げます。

昨年度は大石尚彦会長から
委員長を拝命し、新たなスター
トを切った年となりました。

新しい委員も参加し、皆様方のお力添えをいただきなが
ら、万事予定通りの活動を推進することができました。
ここに改めて心より感謝申し上げます。また本年も皆様
方のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
さて、現在のTKC全国会3大運動方針の一つに「自

計化」が掲げられております。自計化はTKC会員事務所
の基本的かつ絶対的な行動指針の一つですが、その普
及には長年苦戦しております。新年にあたりまして、TKC
東京都心会の各事務所におかれましては、改めて自計化
推進についてご深慮をいただき、事務所の年度方針として
「自計化堅持」の旗を高く掲げていただければと思います。

この点、先日の自計化セミナーで入所3年目の職員の
方が「なぜ自計化するのか」について真正面から答え
ておられましたのでご紹介いたします。その職員の方
は「私は自計化のおかげで、お客様とパートナーにな
れた」という珠玉の確信を述べておられました。自計
化と巡回監査によって、職員自らがお客様にアドバイス	
する立場になり、自然とお客様が心を開いて受け入れて

くれ、パートナーに昇華していく、ということだと思います。
このように自計化は、単にお客様に記帳をさせる

という低次元の作業行為を表わすものではなく、そ
の波及効果は、人材育成、書面添付、企業防衛など多
方面にわたり、かつ、すべてが底上げされるという意
味で、事務所の発展・経営安定に大きく貢献します。

自計化事務所であれば、入社3年目の職員の方が、
お客様のために仕事をし、お客様から信頼を得てパート
ナーになっている、ということが何よりの証左でありましょう。

記帳代行では、このような覚悟を持つ職員を育て
ることが容易ではないということを考えれば、実は、
人材育成という観点がTKC自計化の最大効果の一つ
ではないかと思います。東京都心会では、書面添付
や企業防衛など施策が盛りだくさんではありますが、

「最大の財産は足下にあり！」ということで、まずは
自計化という基本原則を徹底断行していただければ
と祈念いたします。FX2推進特別委員会ではご要望
があれば、各事務所へ訪問し、自計化推進にあたり
どのような課題があるのか、解決策は何かなどにつ
いて膝詰めで支援いたします。どうぞお気軽に当委
員会またはTKCSCGまでお声がけいただければと思
います。

皆様のご活躍、そしてTKC自計化推進事務所の大
発展を祈念しまして、新年のご挨拶とさせていただ
きます。本年もFX2推進特別委員会を何卒よろしく
お願い申し上げます。

『TKC会計人は自計化方針を高く掲げよう』

会員導入特別委員会委員長
大井　敏生

明けましておめでとうござ
います。本年も何卒よろしく
お願いいたします。

現在TKC全国会では、TKC
全国会創設50周年（2021年）に
向けた戦略目標の一つとして

「TKC会員事務所数1万超事務所」の体制確立を掲げ、
運動しています。その目標達成のために東京都心会
は会員導入特別委員会を新しく設置し、東京都心会全
体としての会員導入活動の推進に取り組んでいます。

具体的な活動としては、①全国会企画セミナーの
動員・運営、②東京都心会独自セミナーの企画・開催・
運営、③事務所見学会の企画・開催・運営、④会員
からの紹介活動の推進などを行っています。

東京都心会の会員数は平成25年から増えておりま
せん。これは、会員導入は進んでいるものの、他地
域会への転出や廃業などが多いことが原因です。今

後も他地域会への転出数や廃業数は増加することが
予想されます。

この厳しい状況を打破し、より多くの新しい仲間
を増やすことができれば、支部が活性化され、東京
都心会全体の活性化に繋がることになります。また、
TKC全国会が戦略目標として掲げているFXシリー
ズの導入件数、継続MAS登録件数、書面添付件数、
企業防衛制度加入件数などがこれまで以上に上乗せ
されることになります。

東京都心会が進めているさまざまな運動は、会員
増強によってこそさらに盛り上がっていくものであ
ると考えています。

今年は、ニューメンバーズ・サービス委員会と、
より一層の連携強化を図りながら積極的に運動して
参る所存です。

ぜひとも、その趣旨をご理解いただき、会員導入
活動にご協力いただければ幸甚です。

本年も、何卒ご指導ご鞭撻を賜れますようお願い
申し上げます。
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TKC首都圏西SCGサービスセンター
センター長　早川　博

TKC東京都心会の会員先生
方、職員の皆様方、新年おめ
でとうございます。

昨年10月よりTKC首都圏西
SCGサービスセンター長とし
てTKC東京都心会を担当させ

ていただいております。
TKC東京都心会では大石尚彦会長のもと、統一

テーマとして「TKC会計人の使命を自覚しよう！」
を掲げられ、TKC全国会の6つの事業目的の達成に
向けて活動されていらっしゃることに敬意を表しま
す。ご承知の通り、本年は「TKC全国会創設50周年
に向けた戦略目標」達成に向けた第2ステージの最
終年を迎えます。TKC会計人の使命として、職業会
計人の社会的な役割である四つの分野（①税務業務 
②会計業務 ③保証業務 ④経営助言業務）の専門家
たる力量が問われている時代だと理解しております。
特に③保証業務は「信頼される決算書」を担保する
上で書面添付が欠かせない要素かと思われます。ま

た、間接的ではありますが、金融機関が中小企業の
決算書の信頼性を確認するに利用できる唯一の法的
根拠を持った制度であります。従って金融機関は、
これから書面添付の有無に注目せざる得ないと思わ
れます。さらに、TKC会計人であれば会社法が定め
る記帳の適時性を保証する手段として、外部機関で
ある（株）TKCが発行する「記帳適時性証明書」を利
用することも可能です。そして、「記帳適時性証明書」
は「中小会計要領（または中小指針）」への準拠性に
ついても確認することも可能です。

この三つの保証をTKC会計人の三種の神器として
広く世の中に普及しなくてはならないと考えており
ます。そのためにもTKCモニタリング情報サービス
の普及促進が一番効果的かと思われます。お一人で
も多くの会員事務所でご利用いただけることを念願
しております。センター社員一同、これまで通り、
TKC方式による自計化推進を軸として、書面添付推
進、TKCモニタリング情報サービス、早期経営改善
計画策定支援事業の推進を全力でご支援させていた
だきます。

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

新年の挨拶 提携・協定企業

大同生命保険株式会社
　東京西TKC企業保険支社

支社長　近岡　直基
新年あけましておめでとう

ございます。
旧年中は会員先生、事務所

のみなさまに格別のご高配を
賜り厚く御礼申し上げます。

本年も会員事務所・関与先さ
まのご発展を目指して東京西TKC企業保険支社スタッフ	
・課長・支社長オール大同で努力してまいりますので、引
き続きのご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。
■平成29年の企業防衛トピック
①	特別研修会（4月）

23回目の実働全国1位を継続するため支部をさらに細か
く分けるエリア表彰が発表され、「東京都心会実働マニュ
アル」が配布されました。

②	上期保険指導強化期間（6〜7月）
企業防衛制度推進委員会決起大会で「紹興酒」が都心会	
公式ドリンクに指定されたと発表がありました！みなさまの
ご協力をいただいて実働率V23を見事に達成いたしました！

驚愕の73.7％！（152事務所が実働）
新契約 2位 新規加入 3位

高田馬場エリア、新宿エリアが80％を突破され、合同
で表彰ランチが開催されました。

③	秋期大学（9月）
仮装ものまね大会に大同生命チームが出場し、残念なが
ら優勝を逃しましたが、女性スタッフのパフォーマンスに
賞賛をいただきました！
一応、課長、男性スタッフも頑張りました。

④	下期保険指導強化期間（10〜11月）
戦略会議メンバーの合言葉は「トリプル1位」！
11/20〜月末までの追いこみが強烈なインパクトで忘

れられない強化期間になりました。
3部門全ての指標で大幅に目標を達成することができました。
実働率は連続記録を更新し24連覇達成！
77.1％！（159事務所が実働）

新契約 1位 新規加入 1位
KBDの利用率も大幅に向上しており、新設のエキスパート

チェック機能をご活用される事務所も拡大中です。
年度末にむけて法人に加えて個人にも目を向けて企

業防衛の取り組みを増やして行きたいと考えておりま
すので、よろしくお願い申し上げます。
■平成30年特別研修会のお知らせ

特別研修会は以下の通り予定されております。
平成30年4月12日（木）　13：30〜
会　　場：明治記念館
特別講師：増山英和先生（TKC関東信越会）

多くの会員先生・職員のご参加をお待ちしております。
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積水ハウス株式会社
TKC事業部　吉田　誠

謹んで初春のお慶びを申し
上げます。

旧年中は格別のご支援、ご
高配を賜り、厚く御礼申し上
げます。

TKC東京都心会会員事務
所様のご活動エリアの中心である首都圏の今後、数
年を見通しますと、消費増税、東京五輪開催に向け
たインバウンド需要の拡大、さらに先には都市農家
における2022年の生産緑地問題など、住宅産業を取
り巻く事業環境は大きく変化するものと考えられま
す。

そのために弊社としましても「請負型」「ストック
型」「開発型」の3つのビジネスモデルを軸に、グルー
プ会社の積和不動産、積和建設、昨年8月新たに加
わりました積水ハウス信託と連携を図り、貴会会員
事務所様を通じ、さまざまな資産防衛に対する戦略
やソリューションを関与先様にご提案してまいる所
存です。

そのために積水ハウス社員として、積水部会活動

と併せ以下の4つの重点運動ポイントを掲げ活動を
してまいります。
1、	職員様向けの「関与先様の隠れた情報への気付き」

となる事務所勉強会の開催。
2、	全国の会員事務所様による資産防衛取り組み実

例、販促ツール等の情報を収集し、情報提供並び
に販促ツール作成のお手伝いをいたします。

3、	積水ハウス社員による情報提供サービスを積極的
に行い、会員事務所様が関与先様に対して行う不
動産活用助言のお手伝いをいたします。（マッピ
ングサービスによる不動産の見える化、不動産の
現状分析、市場調査・土地活用提案、不動産査定等）

4、	貴会会員様との協定率の向上目指します。
	 （現状：ご協定会員事務所様38％）ニューメン

バーズ会員先生方に、より積極的に積水ハウスの
TKC事業への取り組みをご理解いただき、弊社
をご活用いただけるように推進いたします。
以上4つの重点活動を軸に会員事務所の資産防衛

業務に対しお役に立てるよう自利利他の精神で協定
企業としての責務を果たす所存でございます。結び
にあたり、2018年の貴会と会員事務所様、関与先様
のさらなるご発展をご祈念申し上げます。

大和ハウス工業株式会社営業本部営業推進部
TKC関東推進室　齊藤　昭人

新年あけましておめでとう
ございます。昨年は東京都心
会会員先生、職員の皆様に
は数多くのご紹介をいただき、	
誠にありがとうございました。

今年度の大和部会の活動は
紹介キャンペーンの始まる10月からスタートしまし
た。10月4日（水）発進大会を開催し、27名の先生方に
参加いただき、小林資産活用委員長より当社の現状、
石川大和部会長より活動の趣旨を説明いただきまし
た。また、「広大地評価の改正点及びそれを踏まえて
の留意点」（講師：関東信越会　沖田豊明先生）とい
うテーマで特別研修を開催いたしました。10月16日

（月）〜10月26日（木）にかけては、毎年恒例の職員向
け資産税研修会を計4回開催いたしました。前半の基
礎編は新宿支部の斎藤潤先生、後半の実務・実例編
は四谷支部の村田顕吉朗先生に講師をしていただき、
延べ108名の先生、職員の皆様に参加をいただきまし
た。

今年の活動は第一に、協定会員事務所様の先生、
職員の皆様のお役に立てるように、「事務所研修会」
を多くの会員事務所様と行いたいと思います。不動
産取引に関する基礎知識や土地活用、建築に関する
いろいろな事例や問題点を研修という形で行い、関
与先様のサポートに結び付けたいと思います。

第二に、「不動産の見える化」の推進です。関与
先である中小企業のオーナー様や個人の不動産オー
ナー様の共通する悩みは、相続税の負担をどのよう
に軽減すれば良いのか、家の財産である不動産を次
の世代へできるだけ承継させたい等の問題でありま
す。関与先様より相談された場合、会員事務所の皆
様も会計・税務業務でご多忙のため、お客様所有の
不動産をどこに、どんな形で所有されているのか、
見に行かれる時間も少ないと思います。私どもでは、
所有不動産を一覧できるようにファイル化し、「見え
る化」することにより、ご支援させていただきます。

大和ハウスグループは、将来を見据えた商品の提
供を通じて、皆様のお役に立てるよう頑張ってまい
ります。今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

新年の挨拶 提携・協定企業
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TKC企業共済会
安宅　重彦

新年明けましておめでとう
ございます。

TKC東京都心会の会員先生
ならびに職員の皆様におかれ
ましては、三共済制度の推進
に格別のご支援、ご協力を賜

り厚く御礼申し上げます。
TKC企業共済会は、昭和56年8月の設立以来、長

年にわたり三共済制度（小規模企業共済制度、中小
企業退職金共済制度、中小企業倒産防止共済制度）
の普及・推進に取り組んでおり、平成29年度の三共
済制度の推進状況は、三共済とも過去最高のペース
で順調に推移しております。東京都心会においても
共済制度等推進委員会の活動計画による共済制度「ラ
ンチ研修会」の開催、地域会で独自に企画・実施さ
れている共済制度推進のための推進キャンペーン、
理事会、支部例会時の最新情報の発信等が積極的に
行われています。この結果、東京都心会における共
済制度に取り組まれる会員事務所数は毎年順調に増
加し、関与先企業への三共済制度の提案活動ならび

に経営指導が着実に定着してきています。
また、TKC企業共済会は、平成30年4月より、「一

般社団法人」に組織変更いたします。TKC全国会の
事業目的である「中小企業の存続・発展」にさらに
貢献するため、「共済制度等推進委員会」の活動支援
強化を図ってまいります。具体的には、東京都心会
の「共済制度等推進員会」の開催支援、理事会、支
部例会用の情報発信ツールの提供、共済制度等推進
委員会からのお知らせの提供、「TKC三共済クラウ
ド」による情報発信と定期的なレベルアップによる
共済制度の手続きの省力化を含めた支援強化に努め
てまいります。

本年も会員事務所のお役に立てるよう、一層の努
力を重ねてまいりますので、引き続きご指導・ご鞭
撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

三菱東京UFJ銀行 
TKC事業室　山地　義弘

新年あけましておめでとう
ございます。旧年中は、私ど
もTKC事業室の活動に、ご
理解とご協力を賜り、誠にあ
りがとうございました。本年
もどうぞよろしくお願いいた

します。
本年は、会員の皆さまにとって、TKC全国会が掲

げる、第2ステージ仕上げの年です。第2ステージの
運動方針は、「3大テーマに取り組み社会的な役割を
全うしよう！」「事務所総合力を発揮し、高付加価値
体制を構築しよう！」です。

この3大テーマ「中小会計要領への準拠」、「書面添
付の推進」、「自計化の推進」は、関与先企業さまの、
金融機関等への信頼性確保・向上に繋がり、中小企業
の存続・発展を支援する、非常に価値の高い活動です。

弊行は、昭和51年の業務提携以来、TKC全国会と
強固な提携関係を永きにわたり継続させていただい
ています。この業務提携の目的は「日本の中小零細

企業の健全な育成と、その計数的経営管理の強化」
です。この目的を実現するための活動こそが、3大
テーマへの取り組みであり、その活動の価値と重要
性の普及が、私ども提携金融機関の大きな役割だと
認識をしています。

弊行では、この役割を果たすために、平成25年10
月より融資商品『極め』を、ご提供させていただい
ております。ご存知の通り、『極め』はTKC会員事
務所の活動の価値を、金利優遇という、非常に分か
りやすい形で表現した商品です。TKC東京都心会会
員の皆さまにおかれましても、すでに多くの会員の
皆さまに、ご活用いただいております。
「TKCモニタリング情報サービス」「早期経営改

善計画策定支援事業」など、会員の皆さまには、今、
取り組むべき活動がたくさんあります。すべてが、
関与先企業さまの発展に繋がる活動だと思います。
弊行におきましても、関与先企業さまの発展に少し
でもお役に立てるよう、会員の皆さまと共に第2ス
テージを邁進していく所存です。

今後とも一層のご指導賜りますよう、よろしくお
願い申し上げます。

新年の挨拶 提携・協定企業
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理事会

第215回 TKC東京都心会理事会を開催しました！
議事次第

14：00 TKC 会計人の基本理念 25 項目　19
	 開会挨拶　大石尚彦会長

司会：太田勝久 総務委員長
■平成29年12月12日（火）14：00〜17：00　於：TKC東京本社2F研修室

議     題
14：10〜15：15　 《報告及び審議事項等》
 1. 平成30年政策発表、特別セミナー、賀詞交歓会開催企画に関する件（報告事項） 大石尚彦会長
 2. 株式会社TKC入会契約書改定に関する件（報告事項） ……………………………… 早川博センター長
 3. 総務委員会報告 ……………………………… 太田勝久総務委員長
  （1）TKC東京都心政経研究会との事務費用支払いに関する覚書に関する件
  （2）資産活用委員会大和部会予備費申請に関する件（審議事項）
  （3）会員名簿メンテナンスとProFIT掲示板への掲示サイクルに関する件 …………… 中島剛事務局長
 4. 書面添付推進委員会報告  ……………………………… 重田正人書面添付推進委員長
  （1）税務署との意見交換会企画に関する件
  （2）書面添付フォーラム2017開催後の会員支援活動に関する件
  （3）所得税書面添付推進に関する件
 5. 巡回監査・事務所経営推進委員会報告 ……………………………… 小林章一巡回監査・事務所経営委員長
  （1）TKCモニタリング情報サービス推進に関する件
  （2）巡回監査率向上施策に関する件
  （3）OMS普及施策に関する件（自計化ステップアップ研修）
 6. 中小企業支援委員会報告　 ……………………………… 鈴木信二中小企業支援委員長
  （1）早期経営改善計画推進に関する件
  （2）中小企業の事業承継施策に関する件
  （3）中小企業会計啓発・普及セミナー及び経営支援セミナーに関する件
 7. FX2推進特別委員会報告　 ……………………………… 山岸崇裕FX2推進特別委員長
 8. 会報誌『FOUR NINE』No.205号完成報告及びNo.206号編集に関する件 ………… 山浦佑太広報部会長
 9. 平成29年度主要行事日程等に関する件（報告事項） ……………………………… 中島剛事務局長
 10. その他事項

《活動報告》15：30〜16：30
 1. 支部会及び（特別）委員会活動報告（重要事項限定）

《書面報告》

《TKC報告》16：30〜16：40　早川博センター長
《提携・協定企業及び関係企業報告》　16：40〜16：55

《顧問、相談役ご講評》　16：55〜17：00

17：00　閉　　会　副会長　齋藤　潤

 1. 事務所総合力（KPI）（2017.10.31現在） 正副会長会
 2. 重点活動項目：理事実践状況一覧表 事務局長
 3. 当会第1・第2HP、Blogメンテナンス及びアクセス状況等に関する件 広報部会、事務局長
 4. 三菱東京UFJ銀行：「極め」推進状況に関する件 中小企業支援委員会
 5. 西武信用金庫：「表敬状」普及状況に関する件（報告事項） 中小企業支援委員会
 6. 入退会及び休会状況に関する件 総務部会、事務局
 7. 新入会会員等の書類取得状況に関する件 総務部会、事務局
 8. 会費滞納会員状況に関する件 経理部会、事務局
 9. 前回第214回理事会（10/24）以降に発行した「かわら版」に関する件 事務局長
10. 2017年12月〜2018年3月の主な行事予定に関する件 事務局長

大石尚彦 会長

顧問 村松其三 会員 顧問 筒木　勝 会員 顧問 天野清一 会員 顧問 山下明宏 会員
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税務署意見交換会

TKC全国会では、毎年全税務署において、書面添付及び電子申告の実践報告をはじめとした意見交換会を開催させてい
ただいております。本年は平成29年9月29日に東京国税局長を会長の大石尚彦会員と書面添付推進委員長の重田正人会
員が表敬訪問し、新宿税務署を皮切りに、当会エリア内10税務署への訪問活動をすべて完了し、すべての税務署長にお
会いすることができ、幹部の方々と意見交換をさせていただきました。ご協力誠にありがとうございました。
意見交換会では、税務署長、副署長、総務課長に （1）9/29：東京国税局長表敬訪問に関する件 （2）平成28年度の税
務署との意見交換会実施報告 （3）書面添付（法人税、所得税）実践状況（平成28年度）に関する件 （4）電子申告実践状況 

（平成28年度）に関する件 （5）当会活動状況に関する件をご説明いたしました。

四谷税務署 
平成29年11月21日

大橋貞和 四谷税務署長 
	 以下 6 名
田中順子 四谷支部長 
	 以下 6 名

四谷税務署

世田谷税務署 
平成29年11月30日

小関和夫 世田谷税務署長 
	 以下 4 名
大石尚彦 会長 
	 以下 4 名

世田谷税務署

北沢税務署 
平成29年11月29日

奥村信一 北沢税務署長 
	 以下 3 名
大石尚彦 会長 
	 以下 4 名

北沢税務署

玉川税務署 
平成29年11月30日

小原清志 玉川税務署長 
	 以下 5 名
大石尚彦 会長 
	 以下 4 名

玉川税務署

目黒税務署 
平成29年12月11日

岡　直樹 目黒税務署長 
	 以下 6 名
大石尚彦 会長 
	 以下 4 名

目黒税務署

渋谷税務署 
平成29年12月6日

笠原瑞弘 渋谷税務署長 
	 以下 7 名
森脇仁子 渋谷目黒支部長 
	 以下 7 名

渋谷税務署

新宿税務署 
平成29年11月8日

川鶴信行 新宿税務署長 
	 以下 6 名
大石尚彦 会長、 
梅本　昇 新宿支部長 
	 以下 5 名

新宿税務署

中野税務署 
平成29年12月7日

原　武彦 中野税務署長 
	 以下 8 名
大石 尚彦 会長、 
加藤 博資中野杉並世田谷支部長 
	 以下 5 名

中野税務署

杉並税務署 
平成29年12月13日

甲斐栄次郎 杉並税務署長 
	 以下 3 名
大石尚彦 会長 
	 以下 5 名

杉並税務署

荻窪税務署 
平成29年12月20日

田中順一 荻窪税務署長 
	 以下 5 名
大石尚彦 会長 
	 以下 5 名

荻窪税務署

TKC東京都心会  「平成29年度　税務署表敬訪問・意見交換会」開催報告
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税務署意見交換会
「TKC東京都心会とエリア内10税務署との意見交換会」日程及び出席者一覧表

税務
署名

2017 2016

日
税務署出席者 当会訪問者

日
税務署出席者 当会訪問者

役　職 氏　名 役　職 氏　名 役　職 氏　名 役　職 氏名

新

宿

11
月
8
日

税務署長 川鶴　信行 会　長 大石　尚彦

11
月
7
日

税務署長 長谷部　啓 会長 山下　明宏
副署長 国井　利樹 顧　問 山下　明宏 副署長 花島　康夫 副会長 大石　尚彦
副署長 いがみ　薫 副会長 齋藤　　潤 副署長 田中　　靖 新宿支部長 梅本　　昇
副署長 薮本　義人 新宿支部長 梅本　　昇 副署長 望月　健司 新宿支部副支部長 増山　　充
総務課長 河村　明夫 新宿支部副支部長 副島　正雄 総務課長 石塚　伸弘 事務局長 中島　　剛
総務課課長補佐 荻野　典子 新宿支部副支部長 増山　　充 総務課課長補佐 先崎　弘樹

新宿支部副支部長 須田　真充
事務局長 中島　　剛

四

谷

11
月
21
日

税務署長 大橋　貞和 四谷支部長 田中　順子

11
月
22
日

税務署長 山本　勝政 四谷支部長 田中　順子
副署長 柳沼　保治 顧　問 天野　清一 副署長 南部　吉秀 顧問 天野　清一
副署長 黒木総一郎 四谷支部副支部長 高城　重康 副署長 柳沼　保治 四谷支部副支部長 高城　重康
副署長 粟國　純次 四谷支部副支部長 山浦　佑太 副署長 黒木総一郎 書面添付推進委員長 重田　正人
総務課長 林　　浩二 書面添付推進委員会副委員長 井上　雅登 総務課課長補佐 柳田さおり 事務局長 中島　　剛
総務課課長補佐 柳田さおり 事務局長 中島　　剛

渋

谷

12
月
6
日

税務署長 笠原　瑞弘 渋谷目黒支部長 森脇　仁子

12
月
7
日

税務署長 三塚　一彦 渋谷目黒支部長 森脇　仁子
副署長 宮部　国輝 渋谷目黒支部副支部長 小林　章一 副署長 宮部　国輝 渋谷目黒支部副支部長 山本　雄一
副署長 堀　隆治郎 渋谷目黒支部副支部長 山本　雄一 副署長 深山　竜幸 渋谷目黒支部副支部長 香取　準一
副署長 三又　　修 渋谷目黒支部副支部長 香取　準一 副署長 堀　隆治郎 渋谷目黒支部副支部長 小林　章一
副署長 川村　貴史 渋谷目黒支部副支部長 大桑　慶子 副署長 市川　康樹 書面添付推進委員 平井　陽子
総務課長 岩崎　剛三 書面添付推進委員 平井　陽子 総務課長 岩崎　安広 事務局長 中島　　剛
総務課課長補佐 伊藤 竜一郎 事務局長 中島　　剛 総務課課長補佐 本田　　貢

目

黒

12
月
11
日

税務署長 岡　　直樹 会　長 大石　尚彦

1
月
24
日

税務署長 正岡　裕章 会長 山下　明宏
副署長 武内　邦夫 渋谷目黒支部副支部長 鳥山　昌秀 副署長 藤本　英昭 書面添付推進委員長 重田　正人
副署長 長谷川久恵 書面添付推進委員長 重田　正人 副署長 内田　豊子 渋谷目黒支部副支部長 鳥山　昌秀
副署長 藤本　英昭 事務局長 中島　　剛 副署長 福山　　命 事務局長 中島　　剛
総務課長 木村　喜之 総務課長 木村　喜之
総務課課長補佐 金子　浩正 総務課課長補佐 金子　浩正

中

野

12
月
7
日

税務署長 原　　武彦 会　長 大石　尚彦

12
月
1
日

税務署長 福住　　豊 副会長 太田　勝久
副署長 寺谷　昌克 中野杉並世田谷支部長 加藤　博資 副署長 寺谷　昌克 中野杉並世田谷支部長 加藤　博資
副署長 岡田　達也 総務委員長 太田　勝久 副署長 飯開　義幸 書面添付推進委員長 重田　正人
総務課長 岡田　学樹 書面添付推進委員長 重田　正人 総務課長 岡田　学樹 中野杉並世田谷支部副支部長 藤田　浩樹
法人課税第一部門
統括国税調査官

山元　雄二 事務局長 中島　　剛 法人課税第一部門
統括国税調査官

山元　雄二 事務局長 中島　　剛

個人課税第一部門
統括国税調査官

小俣　考広 資産課税第一部門
統括国税調査官

磯　　和久

資産課税第一部門
統括国税調査官

齋藤　玲子 個人課税第一部門
統括国税調査官

小俣　考広

総務課課長補佐 吉武　貴子 総務課課長補佐 今村　美紀

杉

並

12
月
13
日

税務署長 甲斐栄次郎 会　長 大石　尚彦
11
月
28
日

税務署長 川手　郁人 研修所長 濱路　義朗
副署長 上村真理子 副会長 濱路　義朗 副署長 赤嶺　秀樹 書面添付推進委員長 重田　正人
総務課長 平嶋　昌宜 書面添付推進委員長 重田　正人 副署長 上村真理子 ニューメンバーズ･サービス委員 浅川　太一

ニューメンバーズ･サービス委員 浅川　太一 総務課長 平嶋　昌宜 事務局長 中島　　剛
事務局長 中島　　剛 総務課課長補佐 新田　弘毅

荻

窪

12
月
20
日

税務署長 田中　順一 会　長 大石　尚彦
12
月
1
日

税務署長 吉松　愼一 副会長 太田　勝久
副署長 江崎　秀徳 中野杉並世田谷支部副支部長 幅　今日子 副署長 井上　丈晴 厚生部会長 馬場　義男
副署長 多田　英里 書面添付推進委員長 重田　正人 副署長 江崎　秀徳 中野杉並世田谷支部副支部長 幅　今日子
総務課長 堀内　　学 共済制度等推進委員 石原　恵子 総務課長 平山　陽子 書面添付推進委員長 重田　正人
総務課課長補佐 木下セイ子 事務局長 中島　　剛 総務課課長補佐 木下セイ子 事務局長 中島　　剛

世
田
谷

11
月
30
日

税務署長 小関　和夫 会　長 大石　尚彦 12
月
12
日

税務署長 鈴木　喜雄 会　長 山下　明宏
副署長 駒木　誠司 中野杉並世田谷支部副支部長 山田　勝巳 副署長 駒木　誠司 中野杉並世田谷支部副支部長 山田　勝巳
副署長 清水　規子 書面添付推進委員長 重田　正人 副署長 石﨑　浩文 書面添付推進委員長 重田　正人
総務課長 加藤　卓哉 事務局長 中島　　剛 総務課長 入倉　将実 事務局長 中島　　剛

北

沢

11
月
29
日

税務署長 奥村　信一 会　長 大石　尚彦 11
月
16
日

税務署長 湯本　幸治 会　長 山下　明宏
総務課長 三浦　雄二 書面添付推進委員長 重田　正人 総務課長 三浦　雄二 書面添付推進委員長 重田　正人
総務課課長補佐 小林　裕佳 研修所委員 真保　裕行 総務課課長補佐 松尾　幸治 支部総務委員 真保　裕行

事務局長 中島　　剛 事務局長 中島　　剛

玉

川

11
月
30
日

税務署長 小原　清志 会長 大石　尚彦
12
月
14
日

税務署長 秋元　秀仁 会長 山下　明宏
副署長 木村美由紀 中野杉並世田谷支部副支部長 山中　朋文 副署長 嶋田　栄一 書面添付推進委員長 重田　正人
副署長 小川　秀樹 書面添付推進委員長 重田　正人 副署長 木村美由紀 ニューメンバーズ･サービス委員 山中　朋文
総務課長 佐藤　康久 事務局長 中島　　剛 総務課長 長谷川　潤 事務局長 中島　　剛
総務課課長補佐 清水　康生 総務課課長補佐 清水　康生

（敬称略） 
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金融機関情報交換会

日本政策金融公庫東京地区全支店と
TKC東京5会地域会会長との情報交換会を開催しました！

■開催日：平成29年11月24日（金）　於：TKC東京本社3F研修室

タイムテーブル
司会：TKC城北東京会　会長　本間正樹 氏

10：00〜10：10	 開会挨拶
	  TKC全国会 副会長 首都圏統括　松本憲二 氏
	 日本政策金融公庫 融資企画部長　斉藤真人 氏
10：10〜10：15	 参加者自己紹介
10：15〜11：15	 TKC東京5地域会からの情報提供
	 （TKC東京都心会 中小企業支援委員長　鈴木信二 会員）
11：15〜11：30	 日本政策金融公庫からの情報提供
	 （東京広域営業推進室長　吉村英行 氏）
11：30〜11：45  	質疑応答・クロージング
11：50〜12：15	 昼食会

11月24日（金）に日本政策金融公庫東京地区全支店とTKC東京5地域会会長との情報交換会を開催しました。
日本政策金融公庫とは、長きにわたり連携を深めてきました。今回は、最新の活動状況を相互が確認する機会 
とし、日本政策金融公庫各支店と各地域会が連携を更に強化するためものです。TKC東京5地域会からは、 

「中小企業会計啓発・普及セミナー」の開催企画の提案があり、各支店で開催することが了承されました。

　　　　　　　　 （敬称略） 

国民生活事業本部 融資企画部長　斉藤　真人
国民生活事業本部 東京地区統轄　山田　康二
東京中央支店 国民生活事業統轄　坂本　浩之
新宿支店　 国民生活事業統轄　三浦　利夫
大森支店　 国民生活事業統轄　岡田　元夫
池袋支店　 国民生活事業統轄　井原　守茂
江東支店 　 国民生活事業統轄　中金　篤史
東京支店　 国民生活事業統轄　金子英一郎
千住支店　 国民生活事業統轄　飯澤　貴志
渋谷支店　 国民生活事業統轄　阿部　淳一
五反田支店 国民生活事業統轄　秋本　直樹
上野支店　 国民生活事業統轄　阿部　正樹
板橋支店　　 国民生活事業統轄　黒岩　千春
立川支店　　 国民生活事業統轄　安藤　　隆
三鷹支店  国民生活事業統轄　佐藤　則男
八王子支店 国民生活事業統轄　若林　良行
東京地区統轄室長　　　　　　　 長満　　崇
東京広域営業推進室長　　　　　 吉村　英行

日本政策金融公庫：18 名

　　　　　　　　 （敬称略） 

TKC 全国会 副会長 松本　憲二
TKC 東・東京会　会長 田口　　操
TKC 東京都心会　会長 大石　尚彦
TKC 東京中央会　会長 丸山　定夫
TKC 城北東京会　会長 本間　正樹
TKC 西東京山梨会　会長 川西　京也
TKC 東・東京会　中小企業支援委員長（副） 石田　　肇
TKC 東京都心会　中小企業支援委員長 鈴木　信二
TKC 西東京山梨会　中小企業支援委員長 金子　庄一
TKC 東・東京会　事務局長 福本　英幸
TKC 東京都心会　事務局長  中島　　剛
TKC 東京中央会　事務局長   宮川　隆嗣
TKC 城北東京会　事務局長    山田　直人
TKC 西東京山梨会　事務局長 松山　義之
株式会社 TKC　首都圏統括センター長 角能　一徹
株式会社 TKC　首都圏東SCGサービスセンター長 森脇　一光
株式会社 TKC　首都圏西SCGサービスセンター長 早川　　博
株式会社 TKC　首都圏南SCGサービスセンター長 神立　直樹
株式会社 TKC　首都圏北SCGサービスセンター長 串田　治人
株式会社 TKC　八王子SCGサービスセンター長 内野　朱子

TKC：20 名

TKC全国会
松本憲二 氏

日本政策金融公庫
斉藤真人 氏

TKC東京都心会
鈴木信二 会員

日本政策金融公庫
吉村英行 氏
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金融機関情報交換会

日本政策金融公庫3支店（新宿・渋谷・五反田）合同
情報交換会を開催しました

■開催日：平成29年11月24日（金）　16：30〜19：30　於：TKC東京本社　2階会議室
参加者：日本政策金融公庫新宿支店15名、渋谷支店14名、五反田支店4名

TKC会員・職員23名、㈱TKC4名、事務局1名　総勢61名

日本政策金融公庫とは、長年連携を深めておりますが、まだ接点がなく日本政策金融公庫の利用方法を
知らない会員向けに、日本政策金融公庫の活用方法等を知っていただき、「顔の見える関係」を構築し、
さらなる連携を深める目的で情報交換会を開催しました。

日本政策金融公庫
三浦利夫 氏

TKC東京都心会
大石尚彦 会長

日本政策金融公庫
安部 健司 氏

TKC東京都心会
鈴木信二 会員

日本政策金融公庫
阿部 淳一 氏

次第
1.	本日の開催主旨・目的
	 　　　　・・・・・・・ 日本政策金融公庫新宿支店 支店長　三浦利夫 氏
2.	挨拶　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ TKC東京都心会会長　大石尚彦
3.	日本政策金融公庫の業務内容と連携方法
	 　①公庫を利用するメリット
	 　②民間金融機関と公庫との違い
	 　③スムーズに融資を受けるためのポイント
	 　　　　・・・・・・・ 日本政策金融公庫新宿支店 支店長　三浦利夫 氏
	 　④おすすめの融資制度
	 　　　　・・ 日本政策金融公庫渋谷支店融資二課長　安部健司 氏
4.	TKC東京都心会の取組み
	 　　　　・・・・・・・ TKC東京都心会 中小企業支援委員長　鈴木信二
5.	質疑応答
6.	閉会挨拶・・・・・・・ 日本政策金融公庫渋谷支店 支店長　阿部淳一 氏
7.	懇親会

日本政策金融公庫　新宿支店日本政策金融公庫　渋谷支店日本政策金融公庫　五反田支店
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　 　 　■東京近郊における対応状況

TKCモニタリング情報サービス

TKCモニタリング情報サービスを活用しましょう！
関与先と金融機関の関係を強化するための新しいサービス「TKCモニタリング情報サービス」を提供開
始しました！　関与先からの委託に基づいて、これまで金融機関に紙で提供していた決算書・月次試算表
等をインターネット経由で金融機関に提供できます。

平成29年12月28日現在、全国で、対応準備中含め302金融機関が採用しています。
東京都の対応金融機関は以下の通りです。

最新情報やサービス詳細は、
ProFITのコーナーを
ご確認ください！

■東京都内では24機関の金融機関で提供可能です! 

神奈川県  6機関提供済み

横浜銀行	 神奈川銀行　　　湘南信用金庫
横浜信用金庫	 かながわ信用金庫
川崎信用金庫

提供可
三菱東京 UFJ 銀行
三井住友銀行
りそな銀行
商工組合中央金庫
新銀行東京
八千代銀行
東京都民銀行
西武信用金庫

東京三協信用金庫
第一勧業信用組合
亀有信用金庫
興産信用金庫
東京信用金庫
小松川信用金庫
巣鴨信用金庫
さわやか信用金庫

足立成和信用金庫
東京東信用金庫
東榮信用金庫
朝日信用金庫
青梅信用金庫
瀧野川信用金庫
多摩信用金庫
大東京信用組合

New

「決算書等提供サービス」のご利用が増えています！

決算月を待たずにお申込み頂けます

平成29年12月28日現在

税理士法人新日本筒木 新宿支部 脇坂誠也税理士事務所 渋谷目黒支部
梅本会計事務所 新宿支部 税理士法人 BLUESKY 渋谷目黒支部
山下明宏税理士事務所 新宿支部 重田正人税理士事務所 中野杉並世田谷支部
税理士法人グランクスパートナーズ 新宿支部 税理士不動産鑑定士宮内真志事務所 中野杉並世田谷支部
税理士法人アイ・タックス 渋谷目黒支部 山本会計事務所 渋谷目黒支部
税理士法人報徳事務所東京本部 新宿支部 本間・佐藤会計事務所 新宿支部
税理士法人アクア 新宿支部 山岸睦夫税理士事務所 渋谷目黒支部
都心綜合会計事務所 四谷支部 高城会計事務所 四谷支部
税理士法人 A.I ブレイン 四谷支部 税理士法人いつわ会計事務所 新宿支部
鳥山会計事務所 渋谷目黒支部 板倉会計事務所 渋谷目黒支部
税理士法人井出会計事務所 渋谷目黒支部 税理士法人尾藤会計事務所 新宿支部
税理士法人 Arzt 新宿支部 コンパッソ税理士法人 渋谷目黒支部
太田会計事務所 中野杉並世田谷支部 岩田税理士事務所 新宿支部
税理士法人オペラ会計事務所 渋谷目黒支部 三枝俊英税理士事務所 渋谷目黒支部
村田顕吉朗税理士事務所 四谷支部 須江和彦税理士事務所 渋谷目黒支部
山中朋文税理士事務所 中野杉並世田谷支部 山浦佑太税理士事務所 四谷支部
土屋和紀税理士事務所 中野杉並世田谷支部 加藤博資税理士事務所 中野杉並世田谷支部
フレンド税理士法人 新宿支部 田井会計事務所 四谷支部
森木会計事務所 四谷支部 種生丈士税理士事務所 四谷支部
緒方会計事務所 四谷支部 西村 & パートナーズ会計事務所 渋谷目黒支部
濱路義朗税理士事務所 中野杉並世田谷支部 森超税理士事務所 中野杉並世田谷支部
田中清人会計事務所 新宿支部 井上税務会計事務所 四谷支部
斎藤潤会計事務所 新宿支部 本間康弘税理士事務所 中野杉並世田谷支部
税理士法人 S・K パートナーズ 渋谷目黒支部 飯室会計事務所 渋谷目黒支部

New

「TKCモニタリング情報サービス」実践状況一覧表（会員事務所別） （2017年12月31日現在）

埼玉県  3機関提供済み

埼玉りそな銀行
飯能信用金庫
青木信用金庫	

千葉県  7機関提供済み

千葉銀行	 佐原信用金庫
京葉銀行	 銚子商工信用組合
千葉信用金庫	 君津信用組合
	 房総信用組合
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早期経営改善計画
平成29年５月29日～　早期経営改善計画策定支援

　　資金繰り管理や採算管理等の
　　　　　　早期の経営改善を支援します

① 条件変更等の金融支援を必要としない、簡潔な計画です
② 計画策定から１年後、フォローアップで進捗を確認できます
③ 計画を策定することで自社の状況を客観的に把握できます
④ 必要に応じ本格的な経営改善や事業再生の支援策をご紹介します

特徴

■専門家の力を借りて自己の経営を見直しませんか？
国が認める士業等専門家の支援を受けて資金実績・計画表やビジネスモデル俯瞰図など早期の経営改善計画書を
策定する場合、専門家に対する支払費用の２／３（上限20万円まで※）を負担する事業を実施します。

※モニタリング費用を含む

まずは最寄りの経営改善支援センターに
問い合わせください。

■こんな方にお勧めです

金融機関

●利用イメージ図

中小企業・小規模事業者

認定支援機関
（士業等専門家）

⑤費用の１/３を
　負担

③計画策定支援
⑦モニタリング

②連名で相談・申込

①相談・事前
　相談書の受取

⑥費用の2/３を支援

④計画提出・
　受取書等の受取

経営改善支援センター

今のところ返済条件等の変更は必要無いが、
　■ここのところ、資金繰りが不安定だ
　■よくわからないが売上げが減少している
　■自社の状況を客観的に把握したい
　■専門家等から経営に関するアドバイスが

欲しい
　■経営改善の進捗についてフォローアップ

をお願いしたい

■早期経営改善計画
　「利用申請受理の通知」報告の実践会員（2017年12月31日現在）

（敬称略）

会  員  名 支  部  名
副島　正雄 新 宿 支 部
大井　敏生 四 谷 支 部
天野　清一 四 谷 支 部
山岸　崇裕 四 谷 支 部
村田顕吉朗 四 谷 支 部

会  員  名 支  部  名
山下　明宏 新 宿 支 部
鈴木　信二 新 宿 支 部
森脇　仁子 渋谷目黒支部
筒木　　勝 新 宿 支 部
大石　尚彦 新 宿 支 部
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FX2推進特別委員会 FX2 推進特別委員会委員長　山岸　崇裕

自計化キャ
ンペーン

第 2弾 TKC全国会重点活動テーマ第2ステージ
第2弾 「自計化推進キャンペーン｣のご案内

TKC東京都心会では、TKC全国会重点活動テーマ第2ステージに掲げられた「事務所 
総合力を発揮し、高付加価値体制を構築！」に全力で取り組む事務所基盤整備のため、
下記の通り第2弾「自計化推進キャンペーン」を実施いたします。
これからの事務所繁忙期における自計化推進に、当キャンペーンを積極的にご活用いた
だきますようご案内申し上げます。

1 期　　間

2 内　　容

3 適用条件

4 そ　の　他

平成30年1月1日月 〜 平成30年3月31日土

（1） 新規自計化推進社数（関与先セットアップライセンスの購入）に応じ 
「クオカード」を贈呈いたします。

  ● FX2シリーズ（e21まいスター、業種別等含む）：2,000円／社
  ● FX4クラウド（業種別含む）：5,000円／社

（2） 複数導入（5社以上）いただいた場合
　　「FX2用かんたん！経理スタートブック」
　　「e21まいスター経理スタートブック」を導入社数分贈呈します。

（3） 新規に自計化を実践された場合【特別表彰】
 初めてまたは直近2年間（H28.1〜H29.12）に推進実績がない事務所が

導入された場合、表彰状および特別記念品を贈呈いたします。

（1）「自計化推進宣言書」をTKC東京都心会に提出いただきます。
　※前回提出頂いた事務所様は不要ですが、キャンペーン期間中の 

推進目標数を宣言いただきます。
（2）「東京都心会推進事務所一覧（速報含む）」にて事務所名を公表いたし

ます。
（3） ProFITにて、翌月巡回監査率を公表いただきます。

（1） TKC全国会重点活動テーマにおける東京都心会目標（8,524社）達成へ
向け、当期間内目標数（新規400社）を上限とします。

 なお、当キャンペーンは期間中であっても、目標達成次第終了と
なります。

※詳細は、貴事務所担当SCGにお問合わせください。

個人事業者へ自計化提案

給与から始めるe21まいスター
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ご確認ください!!

監査の状況が一目でわかります

システムの利用状況から 
巡回監査の進捗まで一目でわかります！

巡回監査率分析表 巡回監査・事務所経営委員会

■巡回監査率分析表を活用されていますか？

売上から利益、消費税情報まで
一目でわかります！

巡回監査率分析表は事務所の関与状況が一目でわかる通信簿です！

この巡回監査率分析表を有効活用するためにはマスターの管理をしっかりしておくことが
必要です。
次頁をご確認いただき、翌月巡回監査の必要な関与先か？
新規関与先等で毎月の監査はまだできない関与先か？
しっかり区別して登録してください。
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●翌月巡回監査率分析表の有効利用の準備

毎月訪問しない関与先
は巡回監査の実施は

「不定期」を選択

OMS利用の場合はCDB書込を
必ず行ってください。

●翌月巡回監査率分析表を
　利用するのが初めての方

この□の中でクリック

1

2

3

6 4

5

こんな関与先は「＊」マークをつけて集計除外に！

❶年1回処理の関与先
　（個人事業者の不動産所得のみの関与先等）
❷数か月に1回処理する契約の関与先
❸初期指導中の関与先
❹関与から外れた元関与先

上記関与先をそのままにしておくと正確な「翌月巡回監査率」 
が管理できません。ぜひ数か月に一度程度の見直しを。

巡回監査率分析表の活用のためには・・・
マスターに「＊」マークを付けることも必要です！

これにより翌月巡回監査率の計算から除外されます・・

−個別処理依頼システムで手続きをお願いいたします−

最後ホストへの伝送を行う！

巡回監査率分析表 巡回監査・事務所経営委員会
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巡回監査士・巡回監査士補試験

平成29年度 
　  「巡回監査士試験」「巡回監査士補試験」
　　　　　　　　　   合格者一覧表（東京都心会）
平成29年11月に行われました平成29年度「巡回監査士試験」及び「巡回監査士補試験」において、以下
の方々が見事合格されました。今後の皆さんのご活躍を心より祈念いたします。 

■巡回監査士試験合格者 （敬称略）

事務所名 氏　名

佐藤元芳税理士事務所 浜埜　浩之
税理士法人尾藤会計事務所 生田星之介
税理士法人尾藤会計事務所 小池　正泰
税理士法人尾藤会計事務所 三阪友記子

■巡回監査士補試験合格者 （敬称略）

事務所名 氏　名

太田勝久税理士事務所 岡﨑　真悟
クローバー税理士法人 阿部　　継
クローバー税理士法人 佐野　修平
税理士法人 Arzt 片野　博之
税理士法人A.Iブレイン 金子　美鳥
税理士法人A.Iブレイン 道前　達矢
税理士法人A.Iブレイン 中山　友理
税理士法人グランクスパートナーズ 青鹿　桂子
税理士法人尾藤会計事務所 荒川　陽子
税理士法人尾藤会計事務所 大塚　公美
税理士法人尾藤会計事務所 川田　純也
税理士法人尾藤会計事務所 吉良　昌雄
税理士法人尾藤会計事務所 三澤　由希
税理士法人尾藤会計事務所 山本　優子
鳥山昌秀税理士事務所 北村　茉由
奈良洋税理士事務所 冨澤　清彦
橋本徳行税理士事務所 髙橋　智子
村田顕吉朗税理士事務所 木村宗太郎
村田顕吉朗税理士事務所 佐々木　愛

〈平成29年11月24日〜12月28日〉
氏　名 入会日・転入日 住　　　　所 電話番号 支　部

島根　　猛 H29.11.24 151-0051 渋谷区千駄ヶ谷5-13-18 オフィスコート代々木A5 03-6274-8507 渋 谷 目 黒

筒木　　光 H29.11.24 169-0075 新宿区高田馬場2-14-26-2F 税理士法人新日本筒木 03-5272-6900 新 宿

黒川　貴司 H29.12.1 150-0013 渋谷区恵比寿1-9-10 ドエリング恵比寿802号室 03-6450-2785 渋 谷 目 黒

小内　邦敬 H29.12.7 150-0021 渋谷区恵比寿西1-8-7 見須ビル3・8F Ebisu税理士法人 03-3463-0741 渋 谷 目 黒

新井　　卓 H29.12.28 160-0023 新宿区西新宿7-5-9-301 税理士法人AKパートナーズ 03-5937-2722 新 宿

新入会員紹介
（敬称略）
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軟式野球大会 総務委員会厚生部会長　浅川　太一

第15回TKC東京5会及び大同生命対抗「軟式野球大会」を開催しました！
＝4年ぶり8回目の優勝を飾る！＝

■開催日：平成29年11月2日（木）　於：明治神宮外苑　軟式球場

試合結果 

☆1 回戦：○東・東京会     8 対  7  ●西東京山梨会
 ○東京中央会  23対  7  ●城北東京会
 ○東京都心会  14対  1  ●大同生命
☆決勝戦：○東京都心会   5 対  3  ●東京中央会
☆3・4位決定戦：○城北東京会   14対10 ●東・東京会
☆5・6位決定戦：○西東京山梨会  16対 4 ●大同生命

★個人賞　（東京都心会のみ掲載）

M V P 本間康弘 
珍プレー賞 吉田和彦 

毎年恒例のTKC東京5会及び大同生命による「軟式
野球大会」を開催しました。
当会チームは、一回戦で大同生命を14対1で破り、 
得失点差で決勝戦に進みました。決勝戦では、東京中
央会を5対3で下し、4年ぶり8回目の優勝を飾りました。

企業防衛 企業防衛制度推進委員会委員長　尾藤 清隆

下期保険指導強化期間（10～11月）地域会コンテスト
＝史上初　トリプル全国第１位を達成！＝

■最終結果

「新規加入関与先部門」、「実働率部門」、「新規契約部門」の3部門すべてにおきまして、
全国第1位を獲得することができました。
これも当会会員皆様の真摯な企業防衛推進活動の賜物であると感謝いたしております。
今後も、関与先完全防衛のために、継続した活動を展開してまいりたいと考えてお
ります。今後ともご理解とご協力をお願い申し上げます。
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賀詞交歓会

2018年（平成30年）TKC東京都心会
政策発表、新春特別セミナー、賀詞交歓会のご案内

平成30年政策発表、新春特別セミナー、賀詞交歓会を開催させていただきます。万障お繰り合わせの上、 
ご参加いただきますようご案内申し上げます。

 （生涯研修受講時間：3 時間算入）

開催日時 2018年（平成30年）2月2日金  13：30〜18：45
＊なお、同日11：40〜12：10に第23回TKC東京都心政経研究会定期大会が 

開催される予定です。

開催場所 明治記念館
〒107-8507　東京都港区元赤坂2−2−23（JR信濃町駅下車徒歩3分）
TEL　03（3403）1171

内　　容 （生涯研修受講時間：3 時間算入）
13：30〜14：10 2018年（平成30年）TKC東京都心会　政策発表
14：10〜14：35  （特別）委員会報告
14：35〜14：45 TKC報告
14：45〜15：15 提携金融機関からのご案内
15：30〜16：30  【特別セミナー】
　　　　　　　　「捨てられる銀行」
 講師：橋本卓典 氏
　　　　　　　　　　　（共同通信社経済部金融庁キャップ）
16：45〜18：45 2018年（平成30年）新春賀詞交歓会
 ＊参加費 会員：5,000円（企業10,000円）
  職員：無料（特別セミナーまで）
  参加費は、当日、受付でお支払ください。

橋本卓典 氏       【プロフィール】

共同通信社経済部金融庁キャップ
1975年東京都生まれ。
慶應義塾大学法学部政治学科卒業。
2006年共同通信社入社。
経済部記者として流通、証券、大手銀行、金融庁を担当。
09年から2年間、広島支局にも勤務。
金融を軸足に幅広い経済ニュースを追う。
15年から2度目の金融庁担当で、地域金融を中心に取材。
著書『捨てられる銀行』『捨てられる銀行2 非産運用』
　　  （ともに講談社現代新書）等


